






瞄済宋逆 R 寺浓大光山吉痄令。応 
安六年(1373> の创建，背後には 
屯京相 •> 文化財に m 定される檜际城 
_がある • 



南北両秋川の合流地点より南秋川にそつて都道を曲がると臨济宗建艮寺派大光山 
吉祥寺がある◊その前から遊歩道に出て終点を阉秋川に降りると吉枰寺淹がある。 
この古祥寺淹から合流地点までは「械峽」と呼ばれ、女性的な秋川もここでは男 
性的な様相を頭す。3段20メ—トルからなるこの淹は落差こそ無いが、とぅとぅ 
と流れる淸冽な谷水が勇ましい音となつて神秘的な gfia をつくりだしている。 


東京の滝 


檜原村•吉祥寺滝 




























S ： の飲みものと聞いて 
どんなものを連想するだろう 
いつもとは“ちょっと ”ちがった 
夏をすごすために 
魅力的なカクテルを紹介しよう。 

“ちょっと”シックに 
“ちょっと”ゼイタクに 
カラフルで華やかなグラスたちを 
傾けてみてはいかがだろうか。 
グラスごしに見える風景は 
いつもとは、かわって 
見えるにちがいない。 
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蟮町 2 づ 2-2 _ » 25-1111 

三菱銀行 mu 支店 
晒町 2 - 13-3 _ » 24-4121 

、ボス立 JINS 
供® 2 - 18-18 - 025-0331 

オリオン書房鼸ィバ- N 8 

W ® 2 - 2-25 _ 023-3311 

印輩の宝山堂 

鼉® 2-4 _ 025-0111 
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萄川 
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「やっぱり、カクテルは B A 务 R て^ゃ。」 
と言う人も多いのではないだろうか。作り方も 
素人にはちょっと•••と思ってしまいがち。 
同じ人が同^ように作ってもその昧は微妙に 
違うとふ、うカクテル。今回は森田恵祐さん 
( BAR-Time Table ) に誰にでも手軽に楽しめる 
,カクテルの作り方を教えていただいた C 







® あたたかく、 

(D さわやかに、 

® ひとにやさしい、 
リテールパンク。 

=布からはじまる 

s あさひ銀行 


アムス株式会社 
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多摩鼷 
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人がゐて、街があります。 

1 あなたがゐて、立川があります。 

そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 
リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



P どもたちの逝ぶ河川 ft の原っぱにすっくと*つ S 板/まむ 
L じ注意 Je 多來川の河川歎はまむしの裝だった fcW いた 

ことがあるが.吟まれたという•活 L は if にしない • C 权があ 
6ということは，今もきっといるに遠いない.川の綠まで追 
いやられたまむIに L てみれば「人朗に注意 j であろうか。 
J です？マムシ洒何ぞ造ろうかなど t 今えている力は。 

蝮のイ飧（だかれ尾で怒る 三鬼 
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父の結婚^念 et であるわが 家の ヤ7ザ クラがんも W . 
半に咲き 濟った"そして': 私族 だけで花兒の小. , ff を (« した • 
この松は大正 十二 年•今の03和 K 念 公 ffl の所が|而の輾 
木林だった sr ffi 物の tt 材 として i £ 床!: 使う 落* ♦(クズ) 
はきに行 〇 た fc きに取っ てきた t ので ある： かつて ^蓰 
ff の M : 木林にはヤマザクラが点々 と I て /) って，埘木色 
に 染まる吞、林に美 L い色彩を添えて林をよ 〇 !.« 美し 
い 光景に I て<れたもので I た •その 笑しさに 魅せられ 
小さな苗木を 一本いた だいてきて W えた ものだった•的 
木は当時3年ぐらいたったものな ので 樹： 8は約匕十 |?.屮 
になる■今年の? t 剃では • yii ”70 cn !( l 5) IHJa 2£ lo cm ) 
とな ow ^ i 十二 米に逢し • ft 近では% いづいた枝がぐん 
ぐん伸びて•父の«康を祝して いるかのよう r - s じてな 
らな い。 •の花の咲く時季•通る人や近 所の人たちが‘ 
必ずと いって いいくらい•時候の挨拶に この 桜を 7 门 U 
<: してくれるこ t は大変ありがたい。 

「多摩川 a 教科*-だ1を技く执$ 1ておられる三田砝十：1 
氏も、 その六十四0 <甲成6年4月 2332)でこの桜と父 
のこと を 次のように 賞#して くれた n 
『立川でたつた 一本だけど兄^な^ が ある。 山 ^ である 
彼岸 «:• や 山 te は寿命の長いことで 知られているので•こ 
の！ i を植えた人の«眼に K くばかりだ V 
この 木はこの家の主が 
梢入りの 5 e 念に植えた ものだそうだ 
その若き H の 発想に® じ入った 
この家の主 U あ t 三年で 白 每とのこと 
柿101で藉を 削つ ておられた 
野良坊菜が良く伸び 
嘴が，し 1> ^啼ヒ 



立川でた' rAT 本と在一^？吖は'公 Kr も公共沲汶0 
もない民家の入 n t : sl えられ、車社会の世の中で a’jf 

もそめ松を 仰ぐ 人 もな く，花が終わる t 若 jfe にと 刻は ft 

って U 舞 ラからだ。この 桜を，瓶忪 J と名付けた。この 

植えた 人 •飴木 藤 太郎さんの一字をいただいた」とある 

さてこの接とともに元氕なのが父•银太郎で今年の6 

月 15日の a £ 生 B を M えて iA 九十九* 即ち 「 fi 每 J である* 

払は 3近.友人知人から「お父さんはま I だ.兀51かね」 

とよく WI かれる*「おかげさ i で兀 «. です」と答える-0¢ 

びっくりす る” しかしその「ま—だ」とは大变失 «- のよ 

う 1:も M こえるが 私は あえて失>1ヒは受け lh めないこと 

にしている。 ® く 解^ すれば r も ラと <1 くに…」 となる" 

父は人的で、 時々冗 玆に r 3 t 銶で生きている…」などと 

3っているので糸計に®のことは^にならない' 

以前、 米 却の祝いをやった w t が•つい昨 H のように 

思えてならない•米菘の祝いは家なりに盛大に行べたつ 

も〇だ•余9派手に祝うと ic 生きでさないなどと WIW で 

よく g われるが、そんな说は•父には通用しなかった。 

私は 父の 米寿を 記念して•父のメモを ffi りに一册の本を 

出した”「米耔坝 役 わが父の ftsrij との夕 f トルだ- 

父がこと 細かく 口誌をつけておいたのが大$役‘»7.ち麥兮 

になった•その時、父の大好きな 1 n 菜 「 R 案 to 年一^生」 

を色紙に? f いてもらい，本とともにささやかな記念品と 

した-勿論、父は 毎日 この W 神、 初心にかえって現役で 

畑让事 をしていたからである。もうあれから十一午もた 

った。年 かさむ 父に t って十一年 問は どんな H 々であ C 

たろぅか、大切な日々を無取過1そ1て闩灯を迎ぇる个、 

C に日 一日が 大事な大亊な 一日にちがいないと®じる* 

何よ obu 々を k 事 1:しているよラに感じてならない 

(つづ <) 


大学受験の 
0，陶兹家で 
ある父 llil : 説 
得され • «い 
で*った m 芸 
の逍へ人るこ 
とになつた柬典 et さ/ t は a ? fr : u ^ 
エ芸公の JE 会 n " w-iIL になって M 
3$の ( fl しさがょうやくわかってき 
たという。 rttL さがわかつてさた 
分こわい*知らないことはど強い 
ものはない Jt もいう U 一坫、石 
のょうな今®の作品 U たまた iH , 
か it た左官%1さんの f »:* から I :ン 
卜を 5 C たもの" HW にも^り «. ね 
て^か n た衣： ifll を削っていくとい 
う新しいアィデアで R 本 ft 統|..1\ 
展入遘をはた L た掏芸の’向 a さ 
a 「常に完令を求めながら，完 1 > 
にはならない Jt ころ、 r * がりそ 
ラで，あがらない Rjq ハ1:似てい i 
すね u c という 5 K さ/ u - fAis^^/t 
じながら新 I いものを tft 索 L つづ 
sltiv 泄 1 « 鲈路こ 
とはないでしよ•フけれど」 t いつ 
て极後に m 笑んだ • 


ひと lii ご t {:« の色を iR くする 
木々の tt を南から吹 <咀がゆらし • 
さ L こむ UW 1 は典$を恐6せる 
はどです • 6 H * 早い t ので今年 
も折り返し地*;を迎ぇょぅとして 
います。はつ t ひ tfe 、 ft 如 fli で 
リフレッシュしてみてはいかがで 
しょぅか n お待ち L ておりま寸り 

■ H 時 6 H 19 HS 

2«¥〜4待 

■卯 本 》. Ataik 物«1[をはじめと 

して映由など tf 〇だくさんの mfi : 

がしてございます n 

■お 屮し込みは「ぇくてびあ/1. 

コンバニオン」(本^を HK « l てく 

れた人> へ" 


東風 


大中に「ぜいたくは敝だ j t 
いうキヤ •/ チフ レ— ズがあつた t 
W 1 いている”あのモノのない 時 ft 
にである： \ IR ] は放つておけば • 
ぜいたく{: -* るぴ & なのであろう 
か‘ある闲.& 1«-叫 1:は「节跺の生 
活が必 «-. とする以上の•分の過 y 
た诮 « 」とあ-0 た令木 ^.3:::兮で 
はコ—ヒ I を IMI じ飲むなら•もう 
少し吟味 I ていれよう•そのため 
にはり」の'®択が第.•ぜいたくな 
4 A 分で • 杯のコーヒーを欣もうと 
5!龙した•扭して r 新.於沢のす 
すめ/ここでは*はとんど物 K 的 
な，分を過ざた irtw , は I ていな 
い•む Lo ， 心の余裕ではないだ 
ろうか。この辺が「新」と名づけ 
たゆえ4であろうか。 4 X 号では 
ラィカの蜇好れを取れ1た*.フィ 
ガといえば、一料の写 A 好きが持. 

いわゆる 说 ft の 商紱 カメラといわ 
れているらのと WK 的にはそんな 
に箜がないし•屮.|-3品な.. r むしろ 
VX く- T - に人るくらいなものであ厶- 
ラィカ愛好- n には共通 L ている 
* n ぜいたく^分」がただょ〇てい 
る，， H y * でカクテ/1.-のご指 ^ を 
いただいた 森 m . i f . w さんの お ^で 
は*カクテルを作る^びは、作つ 
て类味しいという こ ともある〇れ 
ど，それをひとに『もてなす」 時 
の8びが1 * 人きいと|ム-0ている 
ぜいたくをモ/の fii 点から考える 
のではなく* n コロの视点から考 
えてみては ♦ ハンモック S の S 

St よえくてびあん 

IKfloIf . ffittw ^ 曲き I 十杉 sle * h 林*史 

mm « ts m-Mtt - 

UJfflft - f 松本わかこ 
(岑夷一} KR 貧鬻柘镌-明 IfJlllH 

スタンオ - is 中 s ! f » 五*.#平 


氷を入れ 


ためだと 


雄かのため 


いるよぅだ**今 ： U 

紹介していただい 

たカクテル a 材料 

も比敉的 f -に人々 

やすい t の**今^ 

5&は tl 分 r 作 - n 


力八たち* 

•タンブラ 


をたたせ 


飲みたくな V たら何処か 

Lrtr き- H - rJ't い 5& QII . CT .. 


夕—の li ろ : gr さが K にあ 


i »!? ft 1 をたずねるとべルモッ^^ 

ンパリといぅハ—ブを他つたお 

〇せぃだとのことへゃゃ甘门の 

れもかなり飲 A やすいカクテル 

つた • 

「私ら，1:1分でカクナルを n -- ぐ 


ろ•フス7-アするところを 5 d 
る t * それほど ft { l しい上ぅに 
ぇなぃのだが、こ5^混ぜる， 
•フ i * はちよつとした加減で 
かわ『てしまうかな々 IH への ;■?: 
のら I い" 

後にホっていただいたのはア 


31 11 ^をそそざゾ I ダ^を^た 

ステアする。才 V ンジ•スラ 

を入れて • 故後にオレン•シ • 

ル{オレンジの皮> をカク T 


の小 i § 具にいいとい474カク，ア“ 

は-^ {: 飲ませるもの」であり「3 

手の好みや T . P . OU 合わせて 


の紫しみが 


柴崎町 若葉町 


ガクテルを楽しむコツは自分の 
お：*6のつよさと相淡 I ながらそれ 
ぞれのカク r ルの美味しさが逃げ 
ないうちに飲み P す L いうこ 
で？ャ . S 問がいちばん美昧 
L いのだという= 

去ずはジン•リツキ—という芯 
的のカクテルか4紹介していただ 

r た ? VK チ—;|::' 2 分の 1S の 

ライム^ L ばる0フイムの中側の 
部分にはあらかじめ L ばりやすい 
よラに切れ：：：を人れておく r しば 

(•た V •イムはその—まグラスの屮 

へ人：；；る"氷を入 c てからドラ 

イ••シンを 4 r » mi ? 加えてソーダ水を 

油一 W そそぐ • 7ドラ—を添えて好 

み： Jr , D じてライムをつぶしながら 

故味を调節して肽む lr くなくラ 

イムの^味がさわやかなカクテル- 

「これ. vtem して、*.\ンの代. c り 

に-フム rrtr 使えばラム•リッキ f 

に、ウ t ツカに寸れぱウ彳ッカ • 

リ •/ キ—1;な〇士す」 t のこ to 

の' W み118じて紐み合わせを 

变えるこ i ができるのもカクテ/ V 

の.楽しみの太％ v な®奚のひとつで 

はないだろうか-- 

二つ： ml : 作っていただいたのが 

ソルテイ丨*ドツグ|!にしたこ 

とがなくて t そのユニ—ク；^は 

1|にしたことがある t いうんが多 

いので U ないだろうか6 i ずダン 

ブ-7丨のふちの部分をレそンて® 

サ政さ ^ t^fr-J ?^ そ gvi )— 

にとつた塩1:つけてスノー•スタ 

ずルに* r る d 水を人 n て*グレ— 

ブ•フル—ツジユ J スを iiw - とウ 

i ッカ r ^ ITA 1 加えて^®が人•りな 

いよう1:マドラ—な V を他•.て手 

¥く温'せてできあがり二こういっ 

た ilitr 方を々ス子アする“とい •>> 

グラスのふちの ta がグレーブ•フ 

ル—ツジユース 0= z 睐を dl きたた 

せている一品**塩をつけな：：：れば， 

グレ/.ハウンド，ブルドツグとい 

つた ii うガクナルになるといラか 

ら irll.r I い-ソルテイー•ドツグと 

は*水を*びて什^を于る船 W を 

さすイキリスの浴語な > w だという-‘ 

ユニ I クなネ I ミング t*vn に i 


W ぇくてびぁん第 4 43号 

平成八年六 A |日癸行 

発 1 T 所えくて (/ あん«集エ« 

奥京都立川市曜 BJ 2- I 7-5 

杉田ビル〒啪 

II 话 0015':?!) 0 0 00 P 

FAX 0 四二五 , 25;1237 

91集算入 

立并9介 

Em 所咏大度社 
















































































































































































多摩川の朝 


10 


■:鈴木克占 
文：森忠明 


おこづかいをもらつて、□野駅までおくつ 
てもらつたぼくとおねえちやんは、なんだか 
他人どぅしみたいにだまりあつて、中央線に 
のりこんだ。 

屯审が多摩川の鉄摘4わたっていると、お 
ねえちやんはぼくの横1をみて、しやべりだ 
した。 、 

，この鉄槪こ今わたつているの、これをささ 
えてる十いくつの足があるでしょ P それは 
ね、あたしのひいおじいさんが先頭にたつ 
てつくつたんだつて、六十年ぐらい前に。 
おばあちやんにおしえてもらつた。」 

ひいおじいさん、なんていわれても、ぼや 
けた写真でしかみたことないからびんとこな 
かつた。でも、めずらしがらないといけない 
ょぅな気がした。 

「へえ、はつみみ。」 

ぼくはそれだけいつて体をひねり、まどの 
外をみたけど、鉄橋をささえている足はレ— 
ルのドなんだ如ら、みえるはずがなかつた。 
み、 -X. たのは、犬においかけられてにげまわつ 
た多摩川緑地と、とおいところにある山やま 
のスカイラインだつた。 

-「ぼくが弟だったと$」(秋害房)85”ょり钹羚 












